
審議の対象
食品添加物としての指定の可否及び使用基準・成分規

格の設定            イ

経緯 国際汎用香料として指定の検討を行ってきたもの

構造式

CH3

用途 香料

概要
ライ麦パン、ポップコーン等の食品に存在し、また、

コTヒ T及び落花生の焙煎並びに豚肉、子めん羊肉等

の加熱調理により生成する成分である。

諸外国での状況

欧米で1ま、焼幕子(朝食シリアル、ラフト・キキンデニ類、

肉製品、冷凍乳製品類、ゼラチジ・プリン類等の様々 な力百

工食品において香りの再現、風味を向上等の自酌で添加さ

:れている。 で        ,          ‐
｀

食品安全委員会における

食品健康影響評価結果

食品の着香の目的で使用する場合、安全性に懸念がな

摂取量の推計

欧本における推定操取量を踏まえると、我が国におけ

る推定摂取量は下本T甲 当たりt.お よそo.2か らlμ g

の範囲になると推定される。本推定摂取量と90日 間反

復投与毒性試験|ビ おける無毒性量 (2市g/kg体重/由 )

から安全マ‐ジン (100,009～ 50o,000)が得られる。

使用基準案 着香の目的以外に使用してはならない。

成分規格案 別紙のとおり。

意見聴取の状況 パブリックコメント及びW丁 o通報実施中。

答申案 別紙のとおり。

2, 3ニ ジエチルー 5・―メチルピラジン
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答申 (案 )

1.2, 3■ ジエチルー5-メ チルピラジンについては、添加物として人の健

康を損なうおそれはないことからt指定することは、差し支えない。

2.2, 3ニ ジエチルニ5ァ メチルピラジンの添加物としての使用基準及び成

分規格については、以下のとおり設定することが適当である。

使用基準

着香の目的以外に使用してはならない。

成分規格  |
2,3-ジ 平テル15「 メチルピラジン

2,3-Diethyl-5-methylpyrazine           .

C9H14N2.                       分子量 150.22

2,3TDiethyl-5-methylpyrazlne [18138=04-0]

含  量 本品は,2,3-ジ エチルー5-メ チルピラジン (G9H14N2)98.0%以上を含

む。

性  状 本品は,無～淡章色の透明な液体で,特有のにおいがある。

確認試験 本品を赤外吸収スペクトル測定法中の液膜法により測定し,本品の

スペクトルを参照スペクトルと比較するとき

'同

一波数のところに同様の強

度の吸収を認めるし

純度試験 (1)屈折率 nT=1.493～ 1.5051

(2)比重 d`:=0.938γO.957                 ´

定 量 法 香料試験法中の香料のガスクロマトグラフィーの面積百分率法の操

作条件(1)に より定量する。
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参照赤外吸収スペク トル

2,3-ジエチノンー5-メテルどラジン

- f500
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審議の対象
食品添加物としての指定の可否及び使用基準・成分規

格の設定  ‐
1

国際汎用香料として指定の検討を行うてきたもの

構造式

概 要 食品中に天然に存在することが確認されていなし`成分

である。

諸外国での状況

欧米では、焼菓子、スナック菓子、グレー ビニソ=ス
類、朝食シリアル類、香辛料、調味ソニス・スプレシ

ド・付合す類等の様々な加工食品において香りの再現、

風味を向上等の目的で添力|されている。

食品安全委員会における

食品健康影響評価結果

食品の着香の目的で使用する場合、安全性に懸念がな

い 。                     _

摂取量の推計
‐

欧米にぉける推定摂取量を踏まえると、我が国におけ

る推
牢
摂
平早警

一人丁日当たり、:およそd7ら らヽ2μ g

の等囲になると推定される。本推定摂取量と90日間反

復投与毒性試験にお!ナぅ無毒性量 (4mg/kg体重/由 )

から安全マージン (100」 000ん 400,000)が得られる。

着香の目的以外に使用 してはならなしヽ。

別紙のとおり。

意見聴取の状況 パブリックコメント及びWtt o通報実施中。
別紙のとお り6

2- (g-7 t=)VJntw) r. t) i>
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答申1(案)        ´

1.2-(3-フ エ手ルプロピル)ピ リジンについては、添加物として人の健

康を損なうおそれはないことから、指定することは、差し支えなぃ。

21 2-(3-フ エニルプロピル)ピ リジンの添加物としての使用基準及び成

分規格については、以下のとおり設定することが適当である:

.                           l

使用基準

着香の目的以外1手使用してはならない。

成分規格

2-(3τ フエニルプロピル)ピ リジン

 `    :                2-(3-Phenylpropyl)pyridine

‐
11,  |‐

C14H15N                          .

2-(3■PhenylprOpyl)ly「 idine [2110-18-1]

含  量 本品は,2-(3,ブ ェニルプロピル)ピ リジン (C14H15N)97.o%以上を含

む。

性  状 本品は,無色透明な液体で,特有のにおいがある。

確認試験 本品を赤外吸収スペクトル測定法中の液膜法にょり測定し,本品の

スペク トルを参照スペク トルと比較するとき,同一波数のところに同様の強

)  度の味収を調める。

純度試験 (1)屈折率 nT〒 1:558～ 1.563

(2)比重 d::=1.012～ 1.020         1

定 量 法 香料試験法中の香料のガスクロマ トグラフイーの面積百分率法の操

‐ '作 条件 (1)に より定量する。ただし,カ ラム温度は:180℃から毎分 59Cで昇

温し,230°Cに到達後,30分間保持する。

分子量  197.28
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参照赤外吸収スペク トル

2-(3-フ三ニルプロビル)ピリジン
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審議の対象
食品添加物としての指定の可否及び使用基準・成分規

格の設定                   i
経緯 国際汎用香料として指定の検討を行つてきたもの

構造式 領》
H3C

用途 香料

概要
麦芽、ビール等の食品中に存在 し、また、コ■ ヒ_の

焙事及び豚肉等の加熱調理により生成す、る成分であ

る。   「  |        :

諸外国での状況

撃米ではソフトロキヤンデニ類t肉製品(冷凍手し製品類、

チユニインガム、清涼飲料などの様々な加工食品におしヽて

香りを再写し、風味を向上させるために添加されてぃる。

食品安全委員会における

食品健康影響評価結果

食品の着香の目的で使用する場合、安全性に懸念がな

い 。           :

摂取量の推計

欧米
|こ
おける推定摂取量を踏まえると、我が国におけ

る推定摂黎量はTttT日 当たりtおよそ4から5μ gの

範囲になると推定される:本推定摂取量と13週間反復
投与毒性試撃におけぅ無毒Ⅲ皇

(3甲
g/kg体童

'日

)か

ら安全マ下ジン (50,000～ 60,000)が得られる:

使用基準案 看香の目的以外|1使用してはならない。

成分規格案 別紙のとお り。

意見聴取の状況 パブリックコメント及びW丁 0通報実施中。

答申案 別紙の とおり。

5-メ チルー6, 7-ジ ヒドロー5〃―シクロペンタピラジン
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答申 :(案
)

1.5-メ チルー6,7-ジ ヒドロー5〃一シクロベンタピラジンについては、

添加物として人の健康を損なうおそれはないことから、指定することは、差

し支えない。

2.5-メ デルー6, 7-ジ ヒドロー5〃―シクロペンタピラジンの添加物と

しての使用基準及び成分規格についてはt以下のとおり設定することが適当

である。

使用基準         (      1   ‐

着香の目的以外に使用 してはならない。        1

成分規格                   :
5-メ チルー6,7-ジ ヒドロー5ルシクロベンタピラジン

5-Methyl-6,7-dihydro-5乃 μcyclopentapyrazine

》
分子量  134.18C8H10N2

5-Methyl-6:7-dihソ dro-5んμcyё lopё nt,[力]pyrazine  [23747T48‐ 0]         .

含  量 本品は,5-メ チルー0,7-ジ ヒドロー5ルシクロペンタピラジン (98H10N2),

97.0%以上を含む。                 ´

性  状 本品は,淡黄～褐色の透明な液体で,特有のにおいがある。

確認試験 本品を赤外吸収スペクトル測定法中の液膜法により測定し,1本品の

スペク トルを参照スペク トルと比較するとき,同一波数のところに同様の強

度の吸収を認める。

純度試験 (1)屈折率 nT=1.525～ 1.535    .

(2)比重 a::=1,048～ 1.059

定 量 法 香料試験法中の香料のガスクロマトグラフイーの面積百分率法の操

作条件(1)に より定量する。
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審議の対象
食品添加物としての指定の可否及び使用基準・成分規

格の設定

国際汎用香料として指定の検討を行つてきたもの

構造式

概要 緑茶、後発酵茶、紅茶、グアバ、ほうじ茶、あんず等

の食品に含まれている成分である。

諸外国での状況

欧米では,焼菓子tソ フト,キャンデニ類、清涼飲料、

冷凍予L製品類t‐ ゼラチジ・プリシ類、アルコ■ル飲料

等の様々な加工拿品|こおいて香りを再現し、風味を両

上させるために添加されている。

食品安全委員会における

食品健康影響評価結果

食品の着香の目的で使用する場合、安全性に懸念がな

し )。

摂取量の推計

撃米1子 おける推定摂取量を踏まえると、我が国におけ

る推定摂取量は一人す日当たりtおよそ 1.2か ら
2.4μ gの範囲になると推定されるも本推定摂取量とOO

日間反復投与毒性試験における無毒性量 (5mg/kき 体童

/日 )から安全マージン (100,000～ 300,000)が得られ

る。   ,         :
着香の目的以外に使用 してはならない。

別紙のとお りも

意見聴取の状況 パブリ:ッ クコメント及びWtt O通報手続中。

別紙のとおり。

1ニ ペンテンー3-オール
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答申 (案 )

1.1-ペ ンテンー 3ニオールについては、添加物 として人の健康弯埠なうお

: それはないことから、指定することは、差 し支えない。

2.1-ペ ンテンー 3-オールの添ヵ口物 としての使用基準及び成分規格につい

ては、以下のとおり設定する手とが適当である。

使用基準

着香の目的以外に使用 してはならない。,

成分規格              '
1-ベ ンテン■3-オ丁ル

_                           1-Penten-3-ol

OH          ′

鴫c↓ C喝

分子量 86.13C5H100                               ‐

Pent二 1-en-3-ol  [616=25-1]

含  量 本品は,1-ペンテンー3・オ丁ル (C5H160)98.0%以 上を含む。

性  状 本品は,無e透明な液体で,特有のにおいがある。

確認試験 本品を赤外吸収スペクトィレ測定法中の液膜法により測定し,本品の

スペクトルを参照スペクトルと比較するとき,同一波数のところに同様の強

度の吸収を認める。
. 1              ‐

純度試験 (1)屈折率 nT=1.410～ 1.427

(2)比重 d::=0.834～ 0.840        1

定量 法 香料試験法中の香料のガスクロマトグラフオーの面積百分率法の操

作条件 (2)に より定量する。
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参照赤外吸収スペク トル
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3下 メチルー2‐ ブテノニル

審議の対象
食品添加物としての指定の可否及び使用基準 口成分規

格の設定

経緯 国際汎用香料として指定の検討を行つてきたもの

構造式
CH3

OH

用途 香料

概要
ホップ油、当一ヒー、ラズベリー等のきいちご類、テ

セ甲ラtライチ下、はちみつ等の食品中|=存在する成

分である。        |

諸外国での状況

欧本では、チユ丁インガ■、ハニド・キヤンデニ類、

焼菓子〔ソフト|キヤンデー類、ゼラチン・プリン類、

ジャム・ゼリ丁などの様 な々加工食品において香りを

再写し、風味を向上させるために添加されてしヽる。 1

食品安全委員会における

食品健康影響評価結果
‥
し

食品の着香の目的で使用する場合、安全性に懸念がな

摂取量の推計

欧米における推定摂取量を踏まえると、我が国におけ

る準定摂取量 は■人一 日当 た り、おょそ 0.3か ら

5.4μ gの範囲になると推定される。本推定摂取量と96

日間反復投与毒性試験における無毒性量 (65.4mg/kg

体重/日 )から安全マ下ジン (700,000～ 800,00o)が得

られる6        .    '
使用基準案 着香の目的以外に使用してはならない。

成分規格案 別紙のとおり。

意見聴取の状況 パブリック当メン ト及びWTO通 報手続中。

答申案 別紙のとおり。
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答申 (案 )

1.3Tメ デルー2-ブテノールについては、添加物として人の健康を損なう

おそれはないことから1指定することは、差し支えない。       1
2.3-メ チルニ2-ブテノールの添加物としての使用基準及び成分規格につ

いては、以下のとおり設定することが適当である。

使用基準

着香の目的以外に使用してはならない。

成分規格

3-メ チルニ2-ブテノール

. 3-Methyl二 2-butehOI

‐   13:,PH. |  |
.   1    .           CH3

分子量 86.13C5H100                                
‐
                                        =

3-Methylbut-2-en二 1-ol[556-o2-1] :                    .

:含  量 本品は,3-メ チルー2-ブテノTル (C5H100)98.51%以 キを含む。 |

性  状 本品は,無色透明な液体で,特有のにおいがある。      |

確認試験 本品を赤外吸収スペクトル浪1定法中の液膜法により測定し:本品の

スペクトルを参照スペクトルと比較するとき,同一波数のところに同様の強

度の吸収を認めるg

純度試験 (1)屈折率 AT=1.438～ 1.448

(2)比重 d`:〒 0:853γO.863                1  :

(3)酸価 110以下

定 量 法 香料試験法中の香料のガスク面マトグラフィーの面積百分率法の操

作条件(2)に より定量する。ただし,カ ラムは,内径 0:25～ 0.53mm,長さ 30

ん60mのケイ酸ガラス製の細管に,ガスク由マトグラフイー用ポリエチレング

:  リコニルを0.25～ lμ mの厚さで被覆したものを使用する。
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参照赤外吸収スペク ト
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，
ヾンラピ

,審議の対象
食品添加物としての指定の可否及び使用基準 “成分規

格の設定

経緯 国際汎用香料として指定の検討を行つてきたもの

構造式
ヽ
♂

／
」

用途 香料

概 要 =芽
等の食品中に存在し、また、コーヒ■、ココナラ

ツ等の焙煎及びぇび、豚肉、牛肉等の加熱調理により

生成する成分である。|

諸外国での状況

欧米では、焼菓子、ハ∵ド・キャンデー類、ソフトロ

キヤンデー類、アルコ■ル飲料、製葉材蒋t冷凍7L製

品類などの様々な加工食品において春りを再現しt風

味を向上させるために添加されてしヽる。

食品安全委員会における

食品健康影響評価結果

食品の着香の目的で使用する場合、安全性に懸念がな

い 。

摂取量の推計

欧米にお ける推定摂零量を踏まえる:と 、我が国におけ

る推定摂取量は一人:二
甲当た り、およそ 6=2μ gになる

と推定される。本推定摂取量と90日間皮復投与毒ll■試

験におIす る無■性量 (3mg/kg体重/日 )から安全■ニ

ジン (800,000)が得られる。

使用基準案 着香の目的以外に使用してはならない。

成分規格案 別紙のとお り。

意見聴取の状況 パブリツクコメント及びW tt O通報手続中。

答申案 別紙のとお り。
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答申 (案)  1    :        、            1

1.ビラジンについては、添加物として人の健康を損なうおそれはないことか

ら、指定することは、差し支えないも

2.ピラジンの添加物としての使用基準及び成分規格については、以下のとお

り設定することが適当である。

使用基準        !
着春の目的以外に使用して|まならない:            1   ■

成分規格

C4H4N2                         分子量
'80.09

PyraZine  [799-37-91

含  量:本品|ま ,ピラジジ (C4H4N2)98.0′ %以上を含む:

性  状 本品は,自 ～淡章色の回体で:特有のにおいがあるし     ,

確認試験 本品を粉末にして窓板に挟み,カロ温して溶解させ,冷後,赤外吸収

スペク トル測定法中の薄膜法により測定し,本品のスペクトルを参照スペク

`ト ルと比較するとき,同一波数のところに同様の強度の吸収を認める。

純度試験 融点 51ん 55℃  :

定 量 法 本品0.lgを 量り,平タノール lmlを加え:て溶かし,香料試験法中の

香料のガスクロマトグラフイーの面積百分率法の操作条件 (2)に より定量す

°
る。     ́                        ,

一

Ｐ
ｙｒａｚ

ｉ
ｎ ｅ

ハ

Ｖ
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参照赤外吸収スペクトル

ピラジン    :
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審議の対象
食品添加物としての指定の可否及び使用基準・成分規

格の設定

経緯 ｀
国際汎用香料として指定の検討を行つてきたもの

構造式
H:ct8由

`用途 香料

概要 ラズベリァ、ホップの食品中に存在し、また、鶏肉等

の加熱調理により年成する成分である。

諸外国での状況

欧米で|ま、チユニインガム、ハード・キャンデニ類、
.

焼菓子tソ フト・キャンデニ類、製菓材料、ゼラチン‐

プリ:ン類等の様々な加工食品において香りの再現、風

味を向上等の目的で添加されている。

食品安全委員会における

食品健康影響評価結果

食品の着香の目的で使用する場合、安全性に懸念がな

い 。                      
｀

摂取量の推計

欧米における推定摂取量を踏まえると、我が国におけ

る推審摂取量は二人■日当たり、おょそ 0.5か ら

3.9μ gの範囲になると推定ざれる。本推定摂取量と9o

甲間辱復投与毒性議墜における無毒性量(0.8mg/kg体

重/日 )から安全マージン(10,000～ 80,000)が得られ
る。

使用基準案 着香の目的以外に使用してはならない。

成分規格案 別紙のとおり。

意見聴取の状況 パブリツクコメント及びWI丁 O通報手続中。

答申案 別紙の とお り。

3-メ チル=2-ブ テナ=ル
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答申 (案 )

1.3-メ チル=2-ブテナールについては1添加物として人の健康を損なう

おそれはないことから、指定することは、差し支えない。

2.3二 'メ チル=2TブテナTルの添加物としての使用基準及び成分規格につ

し`ては、以下のとおり設定することが適当である。

使用基準

着香の目的以外に使用してはならなぃ。

成分規格
i

3-メ チルー2-ブテナール

 ́                   3-Methyl…2-butenali ■ lct■
C5H80                    '

3-Methylbut二2-enal [107-86-8]

含  量 本品は,3-メ チルニ2-ブテt―ル (C6H80)97.Q%以上を含む。

性  状 本品は,無隼透明な液体で,特有のにおいがある。

確認試験 本品を赤外吸収スペク トル測定法中の液膜法により測定 し,本品の

スペクトルを参照スペクトルと比較するとき,同一波数のところに同様の強

度の吸収を認める。

純度試験 (1)・ 蔵折華 nT=1.458～ 1.464  ‐

(2)比重 dる:二 0.870γO.o75    1

(3)酸価 5.0以下

定 量 法 香料試験法中の香料のガスクロマトグラフィ`下の面積百分率法の操

作条件(2)に より定量する。ただし,カ ラムは,内径 0.25γ O.53mm,長さ 30

～60mのケイ酸ガラス製の細管に,ガスクロマトグラフイ■用ポリエチレング

リコールを0.25γ l μmの厚さで被覆したものを使用する
`

分子量 84.12
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参照赤外吸収スペク トル

3-メチル=2-プテナール :
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